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天野博雄 皮膚科学講座 教授 博士（医学） 皮膚科学

①天野博雄、石川　治.　皮膚の構造と機能.　褥瘡会誌　2016;18:87-95.
②天野博雄、岸　史子、石川　治. アトピー性皮膚炎と衛生仮説．アトピー性皮膚炎Update vol256 No.1　 医のあゆみ 東京：医歯薬出
版株式会社；2016：p.10-16.
③Hattori M, Yokoyama Y, Hattori T, Motegi SI, Amano H*, Hatada I, Ishikawa O. Global DNA hypomethylation and hypoxia-induced
expression of the ten eleven translocation (TET) family, TET1, in scleroderma fibroblasts. Exp Dermatol 2015;24:841-846.
(*Corresponding author)
④Kishi C, Amano H*, Suzue K, Ishikawa O. Plasmodium berghei infection ameliorates atopic dermatitis-like skin lesions in NC/Nga
mice. Allergy 2014;69:1412-1419. (*Corresponding author)
⑤Amano H, Negishi I, Akiyama H, Ishikawa O. Psychological Stress can Trigger Atopic Dermatitis in NC/Nga Mice: An Inhibitory
Effect of Corticotropin-Releasing Factor.  Neuropsychopharmacol 2008;33:566-573.

遠藤　幸紀 皮膚科学講座 講師 博士（医学） 皮膚科学

①遠藤幸紀　乾癬 / ガイドライン外来診療2017、283-288、2016、日経メディカル開発
②遠藤幸紀　尋常性乾癬治療における外用療法のポジショニング / 584-585、2016、日臨皮会誌
③遠藤幸紀　新規生物学的製剤 / WHAT’S NEW in 皮膚科学 2016-2017、84-85、2016、メディカルレビュー社
④K.Sugiura, K.Endo, T.Akasaka and M.Akiyama. Successful treatment with infliximab of sibling cases with generalized pustular
psoriasis caused by deficiency of interleukin-36 receptor antagonist / JEADV.29:2054-2056（2015）
⑤遠藤幸紀　妊婦、小児症例に対する生物学的製剤のエビデンス / 日皮会誌, 124, 2761-2763 (2014)

森　志朋 皮膚科学講座 講師 博士（医学） 皮膚科学

①森　志朋、高橋和宏、赤坂俊英、赤坂季代美、天野博雄：大型先天性多発性色素性母斑上に生じた悪性黒色腫の1例.臨床皮膚
科,71巻4号,361-366,2017                                                                                                       ②森　志朋、赤坂俊英、天野
博雄：リウマチ性多発筋痛症を併発したBowen病合併Ｍｅｒｋｅｌ　細胞癌の肝転移例.　臨床皮膚科, 71巻8号,617-622,2017
③　S Mori and T Akasaka : Imiqimod-induced vitiligo-like hypopigmentation after treatment for radiation keratosis.clinical and
Experimental Deermatology Vol.41.Issue 8, December 2016,p930-932
④森　志朋,赤坂俊英 : Aquagenic palmoplantar keratodermaの表皮のアクアポリン表出.第31回角化症研究会記録集,2016
⑤Shiho Mori, Toshihide Akasaka.：Anal canal varcinoma with perianal pagetoid spread phenomenon.11th European Association of
Dermato Oncology & 8th World meeting of interdisciplinary melanoma.Marseille,France.2015

馬場　俊右 皮膚科学講座 講師 博士（医学） 皮膚科学

①馬場俊右､櫻井英一、赤坂 俊英、中村浩昭＊：ダウン症に合併した蛇行性穿孔性男性線維症の1例.皮膚科の臨床.57(1).101-
105.2015
②馬場俊右,大久保絢香、櫻井英一,高橋和宏,赤坂 俊英:多 毛 症 の 1 例.日本皮膚科学会雑誌.1（3）.2015
③馬場俊右、大久保絢香、石川雄一,高橋和宏,赤坂 俊英：成 人 S t i l l 病 様 症 状 を 呈 し た 乳 癌 の 1 例.日本皮膚科学会雑
誌.125（2）.2015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④佐藤隆亮、森　志朋、馬場俊右、櫻井英一、大
久保絢香、赤坂 俊英.脂漏性角化症の局面上に生じた悪性外毛根鞘腫の1例.皮膚科の臨床.57（4）.425-427、361-362.2015
⑤佐藤隆亮、森志朋、馬場俊右,赤坂 俊英：セ レ コ キ シ ブ 投 与 で 症 状 が 誘 発 さ れ な か っ た N S A I D s 不 耐 症 の 1
例.皮膚科の臨床57（5）.504-506.2015

渡部　大輔 皮膚科学講座 特任講師 博士（医学） 皮膚科学

①石川雄一、森　志朋、渡部大輔、齊藤　恵、赤坂季代美、中川倫代、大久保絢香、高橋和宏（岩手医大）、赤坂 俊英（北上済生
会）、佐藤俊樹（盛岡市）：熱傷瘢痕癌手術侵襲により惹起されたと考えられ急激に発症したリウマチ性多発筋痛症（PMR)の1例.日本
皮膚科学会東北六県合同地方会学術大会第374回例会.7月.2016
②渡部大輔、濱端明海、宮本章弘 、齊藤恵、櫻井英一：爪甲下に生じた血管平滑筋腫の1例.日本皮膚科学会雑誌　.125（3）.449.2015
③井上　剛、渡部大輔、高橋和宏、赤坂 俊英、佐藤　孝＊：皮膚浸潤を認めた多発性骨髄腫の1例.臨床皮膚科.69.599-603.2015
④　渡部大輔, 濱端明海, 宮本章弘,齊藤恵、櫻井英一：傍外尿道口嚢腫の1例.日本皮膚科学会雑誌.　125（2）.2305.2015
⑤渡部大輔：皮膚科からみた関節症性乾癬.PsA Conference in MORIOKA .11月.2015
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大西　正純 皮膚科学講座 助教 博士（医学） 皮膚科学

①大西正純、前田文彦、三浦慎平、高橋和宏、赤坂俊英：2005年〜2014年の岩手医科大学皮膚科における悪性黒色腫の統計学的
検討/臨床皮膚科 .70: 161-167( 2016)
② 大西正純、高橋和宏：実験的紫外線誘発日光角化症および有棘細胞癌のイミキモド外用治療に浸潤肥満細胞が関与する/岩手医
学雑誌68: 13-27 (2015)
③ Masazumi Onishi,Kazuhiro Takahashi, Fumihiko Maeda,and Toshihide Akasaka : A case of basal cell carcinoma with outer hair
follicle sheath differentiation/ Case RepDermatol. 7: 352-257 (2015)
④大西正純、吉田亜希、前田文彦、高橋和宏、赤坂俊英：CYFRA上昇を示した進行期エクリン汗孔癌の2例/skin cancer.29:38-
42(2015)
⑤Masazumi Ohnisi,Kazuhiro Takahashi, Daisuke Watabe, Hanae Onodera, and Toshihide Akasaka: A case of angioleiomyoma with
epithelioid granuloma/ Case Rep Dermatol. 3: 170-174(2011)

赤坂　季代美 皮膚科学講座 助教 博士（医学） 皮膚科学

①赤坂季代美、石川雄一、角田加奈子、吉田亜希、前田文彦、赤坂俊英、天野博雄：高齢者太田母斑に対するQスイッチルビーレー
ザーの治療効果.第35回日本美容皮膚科学会総会学術大会.7月.2017
②赤坂季代美、吉田亜希、前田文彦、梁川志保、角田加奈子、高橋和宏、赤坂俊英：扁平母斑に対するQスイッチルビーレーザーの
治療経験.第34回日本美容皮膚科学会総会学術大会.7月.2016
③  Akasaka,K.,Akasaka ,T. : Two cases of agminated keratinocytic epidermal nevus resembling segmentally arranged seborrheic
keratosis/J Dermatol. 49(11) :1365-1367(2016)                                                                                                              ④
赤坂季代美、前田文彦、吉田亜希、梁川志保、高橋和宏、赤坂 俊英：乳児血管腫（苺状血管腫）に対する可変式ロングパルスダイ
レーザーの治療経験.第33回日本美容皮膚科学会総会・学術大会.7月.2015
⑤Akasaka,K.,Maesawa,C.,Shibazaki,M.,Maeda,F.,Takahashi,K.,Akasaka,T.,Masuda,T. : Loss of class Ⅲ beta-tubulin induced by
histone deacetylation  is associated with chemosensitivity to paclitaxel in malignant melanoma cells/J Invest Dermatol,129(6):1516-
26,(2009)

佐藤　隆亮 皮膚科学講座 助教 博士（医学） 皮膚科学

①佐藤隆亮、高橋和宏：ミキモド外用による日光角化症治療の効果予測因子の解析.岩手医誌.69（4）.2016
②佐藤隆亮、森　志朋、馬場俊右:脂 漏 性 角 化 症 の 局 面 上 に 生 じ た 悪 性 外 毛 根 鞘 腫 の 1 例.皮膚科の臨床57（4）,425-
427.2015
③佐藤隆亮、赤坂 俊英：産後に右1趾爪甲が埋没した陥入爪の1例.　臨床皮膚科.2015
④佐藤隆亮、森　志朋、馬場俊右：セ レ コ キ シ ブ 投 与 で 症 状 が 誘 発 さ れ な か っ た N S A I D s 不 耐 症 の 1 例：皮膚科
の臨床.57(5).504-506.2015
⑤佐藤隆亮.高橋和宏、赤坂 俊英：外来外科治療後に出血のため入院し大動脈瘤が発見された高齢者の2例.第30回日本皮膚外科
学会学術大会.10月.2015

角田　加奈子 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

① 角田加奈子： 次世代シークエンサーによる多能性維持転写因子NACC1制御下遺伝子の網羅的同定.文部科学省研究費採択.
若手研究(B) . 2013年4月1日〜2016年3月31日
② A case of pigmented pilomatricoma (calcifying epithelioma): the role of mast cells in pigmentation.　Tsunoda K, Arakawa N,
Akasaka T.　Eur J Dermatol. 2016 Jun 1;26(3):308-9.
③ A case of atypical fibrous histiocytoma with positivity for CD163 and CD44.　Tsunoda K, Takahashi K, Maeda F, Oikawa H,
Akasaka T.　Acta Derm Venereol. 2013 Nov;93(6):737-8.
④ 角田加奈子：悪性黒色腫の浸潤転移能に係るsmall G関連蛋白のSUMO化の修飾機構.文部科学省研究費採択. 研究活動スタート
支援. 2011年～2012年
⑤Nucleus accumbens-associated 1 contributes to cortactin deacetylation and augments the migration of melanoma cells.
Tsunoda K, Oikawa H, Tada H, Tatemichi Y, Muraoka S, Miura S, Shibazaki M, Maeda F, Takahashi K, Akasaka T, Masuda T,
Maesawa C.　J Invest Dermatol. 2011 Aug;131(8):1710-9.
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齊藤　恵 皮膚科学講座 助教（任期付） 皮膚科学

①齊藤　恵、森　志朋、赤坂 俊英：寛解した木村氏病がangiolymphoid hyperplasia with enosinophilia様組織所見を呈して再発した1
例.臨床皮膚科.70（7）.530-534.2016　　　　　　　　　　　②石川雄一、森　志朋、渡部大輔、齊藤　恵、赤坂季代美、中川倫代、大久保絢
香、高橋和宏、赤坂 俊英、佐藤俊樹：熱傷瘢痕癌手術侵襲により惹起されたと考えられ急激に発症したリウマチ性多発筋痛症（PMR)
の1例.日本皮膚科学会東北六県合同地方会学術大会第374回例会.仙台市.2016
③齊藤　恵,森　志朋、赤坂 俊英：steatocytoma Multiplex とEruprive vellus hair cyst のＨｙｂｒｉｄ　ｃｙｓｔの1例.臨床皮膚科.2015
④齊藤　恵、森　志朋、赤坂 俊英：恥丘部に生じた有茎性Nerve sheath myxoma.臨床皮膚科.2015
⑤齊藤恵、森志朋 、佐藤隆亮、赤坂 俊英、赤坂季代美：Acquired Periungual Fibrokeratomaの2例.日本皮膚科学会雑誌 .125 （3
）.449.2015

渡辺　彩乃 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

①渡辺彩乃、大西正純、馬場俊右、前田文彦、高橋和宏、天野博雄、吉田まき子、竹内聡、上杉憲幸、井上剛、赤坂俊英:多発脳転
移を合併した進行期乳房外パジェット病の2例.第116回日本皮膚科学会総会,6月,仙台,2017
②渡辺彩乃、 前田文彦、 石川雄一、 角田加奈子、佐藤隆亮、 大西正純、 馬場俊右、 天野博雄、高橋和宏:悪性黒色腫の in-
transit 転移における subtotal integumentectomy の有効性の検討.第32回日本皮膚外科学会総会・学術集会,7月,大宮,2017
③渡辺彩乃、森志朋、赤坂俊英、佐々木豪: 　モルフェアを合併した全身性強皮症の1例.  臨床皮膚科,　67:145-149 (2013)
④渡辺彩乃、安平進士、井上剛、葛西秋宅、柴崎晶彦、高橋和宏、赤坂俊英、増田友之、前沢千早: BCL2 and BCLxL are key
determinants of resistance to antitubulin chemotherapeutics in melanoma cells.　 Experimental Dermatology 22:518-523 (2013）
⑤渡辺彩乃、櫻井英一、佐藤隆亮、馬場俊右、遠藤幸紀、森志朋、高橋和宏、赤坂俊英、上原伸一　 : 水疱様外観を呈した石灰化上
皮腫の2例.  臨床皮膚科　67:45-48 (2013)

中川　倫代 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

①中川倫代、前田文彦、赤坂俊英、佐藤俊樹：無症状の母体から出現した新生児エリテマトーデスの1例.日本皮膚科学会雑誌.125
（12）.2304.2015
②中川倫代、花田美穂、濱端明海、赤坂 俊英：大豆による口腔アレルギー症候群の1例.J Environ Dermatol Cutan Allergol. 9 （5）.
497.2015
③中川倫代、花田美穂 、赤坂俊英：日常皮膚診療に役立つアレルギー百科 アニサキスアレルギー.Mon Book Derma .229. 83-
92.2015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④中川倫代、花田美穂、濱端明海、赤坂 俊英：大豆による口
腔アレルギー症候群の1例.第45回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会.松江市.2015
⑤中川倫代、前田文彦、影下雄一、宮本章弘、角田加奈子、佐藤隆亮、大西正純、馬場俊右、高橋和宏、赤坂 俊英：悪性黒色腫に
対しベムラフェニブが著効した1例.日本皮膚科学会東北六県合同地方会学術大会第370回例会.仙台市.2015

石川　雄一 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

①石川雄一、森　志朋、渡部大輔、齊藤　恵、赤坂季代美、中川倫代、大久保絢香、高橋和宏、赤坂 俊英、佐藤俊樹：熱傷瘢痕癌手
術侵襲により惹起されたと考えられ急激に発症したリウマチ性多発筋痛症（PMR)の1例.日本皮膚科学会東北六県合同地方会学術大
会第374回例会.仙台市.2016　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ②馬場俊右、
大久保絢香 、石川雄一、櫻井英一、佐藤隆亮：成人Still病様症状を呈した乳癌の1例.日本皮膚科学会雑誌 巻：125 号：2 ページ：
283.2015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③櫻井英一、宮本章弘、森志朋、赤坂 俊英、石川雄一：V型脂質異常症,糖尿病の
診断契機となった発疹性黄色腫の1例.日本皮膚科学会雑誌 巻：125 号：2 ページ：289-290.2015　　　　　　       　④石川雄一、赤坂
俊英 、岡部直美：バセドウ病の再発に伴って生じたと考えられた脛骨前粘液水腫の1例.日本皮膚科学会雑誌 巻：125 号：5 ページ：
1042-1043.2015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤石川雄一: ＨＳＰ９０シャ
ペロン機能発現に関わる新たな細胞質内脱アセチル化酵素の活性制御機構. 文部科学省研究費採択　若手研究(B) . 2013年4月1日
〜2015年3月31日
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三浦　慎平 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

①三浦 慎平、櫻井 英一、赤坂 俊英:血清TARC値および血清可溶性IL-2R値が疾患活動性と相関したNon-episodic Angioedema
with Eosinophiliaの1例,皮膚科の臨床　59：209-212(2017)
②Miura S, Takahashi K, Akasaka T. : Calciphylaxis Presenting with Various Symptoms: A Case Report. Case Rep Dermatol. 9:25-
29(2017)
③三浦慎平：正常メラノサイトにおけるＫＥＡＰ１突然変異の悪性黒色腫発生リスク増加に関する研究：文文部科学省科学研究費採
択。若手研究(Ｂ)．2014～2016
④Miura S, Shibazaki M, Kasai S, Yasuhira S, Watanabe A, Inoue T, Kageshita Y, Tsunoda K, Takahashi K, Akasaka T, Masuda T,
Maesawa C. : A somatic mutation of the KEAP1 gene in malignant melanoma is involved in aberrant NRF2 activation and an
increase in intrinsic drug resistance. J Invest Dermatol. 134:553-556(2014)
⑤Miura S, Maesawa C, Shibazaki M, Yasuhira S, Kasai S, Tsunoda K, Maeda F, Takahashi K, Akasaka T, Masuda T.:
Immunohistochemistry for histone h3 lysine 9 methyltransferase and demethylase proteins in human melanomas.Am J
Dermatopathol.36:211-216(2014)

大久保絢香 皮膚科学講座 助教（任期付） 博士（医学） 皮膚科学

①  大久保絢香 ,安平進士 ,柴崎晶彦 ,高橋和宏,赤坂俊英,増田智之 ,前沢千早: Rhododendrolにおけるメラニン産生細胞毒性機構の
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